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研究成果の概要（和文）：本研究によって、協同学習を取り入れた内容理解重視の授業は英語力の高い学習者だけでな
く、英語学習に対して強い苦手意識を持っている学習者に対しても有効な指導法であることを実証した。英語が苦手な
学生に対して調査を実施した結果、彼等の英語力の伸長がもたらされることが示唆された。さらに英語学習に対する動
機づけの向上がもたらされることが確認できた。
英語力の高い学習者(TOEICスコア550点以上)については、アウトプットの質の向上がもたらされることが示唆された。
協同学習を取り入れた内容重視の授業にライティング活動を取り入れて調査を行った結果、学習者のエッセイの質の向
上がもたらされることが確認できた。

研究成果の概要（英文）：The present study showed that contant-language instruction with collaborative 
learning activities would be effective for learners with low English proficiency as well as for those 
with high English proficiency. It was suggested that learners with low English Proficiency would develop 
their English proficiency through content-language instruction with collaborative learning activities. 
They are also likely to increase their motivation for learning through the instruction.
It was also suggested that the instruction would encourage learners with high English proficiency to 
produce better output. Collaborative writing activities were incorporated in the instruction. During the 
collaborative writing activities, the students taking the course received positive feedback on the 
content of their essays from their peers and the teacher. By rewriting their essay based on the feedback, 
they came to reprocess their output more carefully and developed their writing proficiency.

研究分野：教室第二言語習得
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１．研究開始当初の背景 
言語とその意味内容はコインの裏表のよ
うなものであり，両者は別々にではなく統合
的に提示されるべきである（Coyle, Hood, & 
Marsh, 2010）。日本ではまだその実践数が限
られているが，内容と言語を統合的に提示す
るという指導（以下，Content-Language 
Instruction，CLI）が学習者の言語運用能力
の向上に貢献することが欧米では既に実証
されている（Zarobe & Catalan, 2009）。 
第二言語（L２）をコミュニケーションの
ために使用する能力は，その学習条件が母語
（L１）習得環境に似ている時に効果的に習
得されるとされている（Krashen, 1982; 
Long, 1990; Swain, 2000）。つまり以下の３
つの条件を満たす必要がある。 
 
(1) 言語形式ではなくその意味に焦点があて
られている。 

(2) i+1インプットが十分にある。 
(3) 不安の少ない場面で目標言語を意味のや
り取りのために使用する機会がある。 

 
CLIは上記の３つの条件を満たす可能性の
高い指導方法であると考えられる。 
本研究課題が着目したもうひとつの要素
は協同学習である。協同学習によって以下の
ような効果がもたらされることが確認され
ている（Barkley, Cross, & Major, 2005; 
Jacobs, Power, & Inn, 2002）。 
 
(1) 学習意欲が向上し学業成績が向上する。 
(2) 自分の学習に対する責任感が増大する。 
(3) 主体的に課題に取り組んでいる時間が増
える。 

(4) 協調的技能が向上する。 
 

CLIに協同学習を取り入れることによって
学習者の英語学習に対する動機づけと英語
力の向上がもたらされると考えた。 
 
２．研究の目的 
以下の３つの研究上の問いを明らかにす
ることを，本研究課題の目的とした。 
 
(1) 協同学習を取り入れたCLIは学習者の英
語力の向上に貢献するのか。 

(2) 協同学習を取り入れたCLIは学習者の英
語学習に対する動機づけの向上に貢献す
るのか。 

(3) 学習者の持つ文法知識は英語学習におい
てどのような役割を担うのか。 

 
３．研究の方法 
研究代表が勤務する大学において調査を
行った。以下，調査参加者，収集したデータ，
データ収集の枠組みについて説明する。 
 
3.1 調査参加者 
調査参加者は，研究代表が担当する授業の

受講生である。以下の条件を満たす学生のみ
を調査参加者とした。 
 
(1) 英語教育，英米文学等を専攻していない。 
(2) 英語圏にトータルで半年以上滞在した経
験がない。 
(3) 中学校入学時に英語学習を開始した。 
(4) 日常生活において英語を使用する機会が
ない。 
 
上記の条件を満たす学生は，一般的な日本
人英語学習者であると言える。幼少期に英語
を学んだ経験があるような，特別な英語学習
環境にいる学習者は，調査参加者に含めなか
った。 
 
3.2 収集したデータ 
本研究実施期間中に収集したデータは以
下の通りである。 
 
(1) 英語力判定テスト 
調査参加者の英語力を客観的に測定する
ために実施した。本研究では G-TELP，VELC，
TOEIC-IP を使用した。 
(2) アンケート 
調査参加者の動機づけ，授業に対する態度
を測定するためにアンケートを実施した。ア
ンケートは研究代表者が作成した。使用した
アンケートは試行によって内的整合性を検
討した。 
(3) インタビュー 
調査参加者に対して構造化されたインタ
ビューを実施した。収集したデータは NVivo
を使用して分析した。なお，NVivo によって
分析したデータは本報告書作成時点では未
公開である。 
 
3.3 データ収集の枠組み 
データ収集は，研究代表者の担当する授業
の受講生に対して行った。毎回の授業の構成
は村野井（2006）を参考にして検討した。原
則として以下の構成で毎回の授業を行った。
原則として英語を教授言語として使用した。 
 
(1) Presentation（提示） 
題材内容を口頭導入（oral introduction）
し，適切な文脈を与えながら語彙項目の提示
を行った。 
(2) Comprehension（理解） 
平易な英語での言い換え，視覚教材を用い
て，教科書または DVD の内容理解を中心とし
た活動を行った。 
(3) Practice（練習） 
語彙の発音練習，オーバーラッピング，パ
ラレル・リーディングを行った。意味に配慮
しながら音読できることを目標とした。 
(4) Production（産出） 
要約，story retelling，ディクトグロス，
スピーチ，コミュニケーション活動を行った。 
 



データの収集は二時点（授業開始時と授業
終了時）で行った。二時点でデータを収集す
ることによって，調査参加者の変化を捉える
ことを試みた。その枠組みを説明する。 
 
第１回目の授業（第一時点） 
調査参加者の英語力を測定するためのテ
スト，動機づけを測定するためのアンケート
を実施した。 
 
第２回目～第 15 回目の授業 
協同学習を取り入れた内容理解重視の授
業を実施した。 
 
第 16 回目の授業（第二時点） 
調査参加者の英語力を測定するためのテ
スト，動機づけを測定するためのアンケート
を実施した。アンケートは第一時点と同じ内
容である。英語力を測定するためのテストは
第一時点で使用した物とは異なる内容では
あるが，得点の比較が可能なテストである。
さらに構造化されたインタビューを実施し
た。 
 
以上のような手順でデータ収集を行った。
その流れを図１に示す。 
 

 データ収集（第一時点） 
↓ 

 処置（treatment） 
↓ 

 データ集（第二時点） 
図 1 データ収集の枠組み 

 
４．研究成果 
本研究によって以下に挙げる３点が明ら
かになった。前述した研究上の問いに答える
形で説明する。 
まず協同学習を取り入れた CLI が調査参
加者の英語力の向上に貢献することが確認
できた。意味の理解を重視した授業を行うこ
とによって，言語形式の習得が付随的にもた
らされることが示唆された。しかし，英語力
の低い調査参加者については，その効果が限
定的であった。英語力の向上がもたらされる
ことは確認できたが，調査開始時点で高い英
語力を持っている調査参加者と比較すると，
その効果は限られたものであった。 
次に動機づけに与える影響について説明
する。協同学習を取り入れた CLIは，調査参
加者の英語学習に対する動機づけの向上を
もたらすことが明らかになった。英語に対し
て強い苦手意識を持っている調査参加者も，
協同学習を取り入れた CLI を好意的に受け
入れた。 
最後に文法知識が英語学習においてどの
ような役割を担うのかについて考察を加え
る。内容理解を主眼に置いた授業は，言語形
式の付随的学習（incidental learning）を促
進すると研究代表者は予測していた。調査期

間中に収集したデータを分析した結果，文法
知識はインプットのインテイクへの転換を
促進する役割を担っていることが明らかに
なった。 
調査開始時には想定していなかったが，英
語力の高い学習者は，協同学習を取り入れた
CLIによってアウトプットの質を向上させる
傾向があることが確認できた。調査を実施し
た授業にライティング活動を取り入れてデ
ータを収集した結果，彼等の書くエッセイの
質の向上がもたらされることが確認できた。 
本研究が明らかにした知見は，協同学習を
基盤とした内容重視の教授法が高等教育機
関において有効な教授形態であることを示
唆している。今後は学生の専門に関連した内
容を英語で教えることの効果を検証する必
要がある。 
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